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日頃より文化財の保護、活用に対し深いご理解、ご協力をたまわりまして、厚くお礼申

し上げます。

ここに宮崎県教育委員会が実施してまいりました中近世城館緊急分布調査の報告書がま

とまりました。今年度はその第 1集 といたしまして、県内の城館跡の地名表と分布地図を

掲げております。

中世の城郭、館は一般にはあまり認識されていないことが多く、現代ではいわば隠れた

存在ですが、地域史の資料として、また先人の築いた貴重な文化遺産として後世に伝えて

いく必要があると感じます。

近世の城郭としては、延岡城、高鍋城、鉄肥城などが石垣を有する典型的なものとして

知られていますが、そういつた城郭の本来の在り方、構造、あるいは歴史的位置づけ等に

ついてはさらに研究を進める必要があるでしょう。

そのように貴重な中近世城館跡の保護・活用を図るための基礎的資料として、また、学

校教育や生涯学習の資料として、本書が利用されますことを切に願 うものであります。

なお末尾ではございますが、調査に際しましてご尽力下さつた関係各市町村教育委員会

や委嘱調査員、協力員の方々に心より感謝申し上げます。

平成 10年 3月

宮崎県教育委員会

教育長  岩切 重厚



例

1.本書は宮崎県教育委員会が文化庁国庫補助金を受けて実施した宮崎県中近世城館跡緊
急分布調査の報告書第 1集である。

2.調査は平成 5年度から9年度までの 5か年間実施した。平成 lo年度にも補足調査を
実施する予定である。

3。 この報告書第 1集には、宮崎県内の中近世の城館跡の分布状況に関する調査の成果を

収録している。なお、各城館跡についての詳細な情報は、来年度刊行予定の報告書第 2

集に掲載する予定である。

4.「本書に掲載した地図は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2万 5千分

の 1地形図を複製したものである。(承認番号 平 10九複、第 155号 )」
印刷された地図の縮尺は、 3万 5千分の 1である。

5。 本書の編集は、宮崎県教育委員会文化課主任主事 吉本正典が行った。
6.本書の記載内容については可能な限り正確を期したが、伝承に頼る部分が大きく、追
加・訂正の必要が生じてくることも予想される。城館跡に関する情報があれば、宮崎県

教育委員会文化課に連絡いただきたい。

7.本調査で収集した基礎資料は、宮崎県教育委員会文化課、および宮崎県埋蔵文化財セ
ンターに保管している。

8.資料の整理に際して、整理作業員の協力を得た。
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2.調査体制と調査の方法
宮崎県中近世城館跡緊急分布調査要項

3.調査の経過
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に

1.調査の目的
宮崎県は、県上の約 8割を山地が占める。また、県南部から県央部にかけて、入戸火砕

流堆積物 (通称シラス)の厚い堆積が見られ、全体として低地に乏しい地勢となつている。

現代から歴史をさかのぼつて戦乱の時代を見渡すと、そのような地形を利用して築かれ

た城、砦の類が私たちの目に留まる。また時の流れの中で、地下に埋まってしまい、発掘

調査という形で再出現する館跡もある。

中世から近世にかけての時代は、そういつた城館の築造が最も盛行した時代であり、県

内においても数多く確認されている。その数は文献に記されたものだけでも 300近 くにな

ると言われるの

しかし、そういつた県内の城館跡の所在地や規模、構造、時代等をまとめた資料はこれ

まで存在せず、人知れず破壊されてしまつたものも少なくない。また、それらの活用とい

う視点に立った場合でも、例えば国指定史跡となっているものは皆無で、現時点では県指

定史跡がわずかに 2件のみという具合に、極めて不十分な状況である。

そのため、県内に所在する城館跡についての基礎的データを可能な限り収集することを

目的として、 5か年計画で国庫補助を受け、中近世城館跡緊急分布調査を実施することと

なった。本報告書は、それらの周知のための、あるいは保存・活用の前提としての資料を

提示するためのものである。

2.調査体制と調査の方法
事務局は宮崎県教育委員会文化課に置いている。調査に際しては調査指導委員会を組織

し、その指導のもと、事務局職員や委嘱を受けた調査員が実地調査を行った。

調査体制は以下のとおりである。

事 業 名  中近世城館跡緊急分布調査
事 業 主 体  宮崎県教育委員会
調査指導委員 (以下敬称略。所属は平成 9年度末時点でのもの)

千田 嘉博  国立歴史民俗博物館
山田 渉   宮崎大学
特別 調 査 員

黒木 広志  県史編さん室
人巻 孝夫  中世城郭研究会
柴田 博子  宮崎産業経営大学
調 査 員
(県北地区)

甲斐 典明  延岡東高等学校
福田 泰典  恒富小学校
津隈 亮典  宮崎西高等学校
崎田 欣ニ  ウオクニ株式会社

永井 哲雄  宮崎県史編さん室

中井 均   米原町教育委員会

めじイま

九鬼 勉   延岡市役所
若山 浩章  宮崎海洋高等学校
甲斐 聰大  延岡市役所 (物故 )
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山田 聡
高浦 哲
緒方 俊輔
窪田 麗子
吉永 真也
山本 格
笙瀬 明宏
白岩 修
(県央地区)

西田 洋
北林 克彦
市田 寛幸
時任 直也
森田 浩史
今城 正広
吉井 健一郎
中村 真由美
(県南地区)

山下 博明
下田代清海

長友 禎治
矢部喜多夫

横山 哲英
白谷 健一
岡本 武憲
平原 英樹

協  力  員

延岡市教育委員会

延岡市教育委員会

高千穂町教育委員会

門川町教育委員会

都農町教育委員会

高鍋町教育委員会

西都市教育委員会

木城町教育委員会

本庄中学校

内山中学校

えびの市歴史資料館

宮崎市教育委員会

田野町教育委員会

高岡町教育委員会

綾町教育委員会

小林市教育委員会

南九州文化研究会

都城市文化課嘱託

日南市文化センター

都城市教育委員会

都城市教育委員会

高城町教育委員会

口南市教育委員会

北郷町教育委員会

尾芳 農一
小野 信彦
緒方 博文
鎌田 次郎
島岡 武
簑方 政幾
有馬 義人
木村明史

福田 敏治
柿木 裕一
市田 政瑠
伊東 但
島田 正浩
新名 裕司
大学 康宏
山本 謙作

黒木 昭三
武田 幸雄
本山 隆義
来畑 光博
米沢 英昭
山寄 薫
宮田 浩二
豊福 孝

甲斐 常美

甲斐 亮典
前田 聰

中川 一重  北浦町史編さん室
長友 一郎  高鍋町土地家屋調査士
塩水流忠夫  高城町史編さん員
有田 辰美  新富町役場
県文化財保護指導委員

事 務 局  文化課

延岡市教育委員会

北方町教育委員会

日向市教育委員会

西郷村教育委員会

川南町教育委員会

西都市教育委員会

新宮町教育委員会

佐土原町教育委員会

宮崎中学校

庄内中学校

えびの市史談会

清武町教育委員会

高岡町教育委員会

国富町教育委員会

高原町教育委員会

野尻町教育委員会

県文化財保護指導員

日南郷土史会

日南郷土史会

都城市教育委員会

都城市教育委員会

高崎町教育委員会

串問市教育委員会

南郷町教育委員会

(物故 )

延岡市文化財保護審議

委員

県立図書館資料室

国富町文化財専門委員

長 甲斐 教雄 (平成 5年度)
江崎 富治 (平成 6～ 8年度 )
仲田 俊彦 (平成 9年度 )
田中 雅文 (平成 5～ 7年度 )
稲田 憲男 (平成 8・ 9年度 )

岩永 哲夫 (主幹兼 平成 5・ 6年度 )

課 長 補 佐

埋蔵文化財

第一係長
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面高 哲朗 (平成 7年度)
埋蔵文化財

係  長   面高 哲朗 (平成 8年度)
北郷 泰道 (平成 9年度 )

調査担 当  北郷 泰道 (平成 5・ 6年度 )
橋本 英俊 (平成 7年度 )
吉本 正典 (平成 8・ 9年度 )

調査に際しては、まず調査員、地元在住の協力員・事務局職員により代表的文献 (『 日

向記』『 日向地誌』など)に記載された城館の拾い上げを行い、また金石文、伝承による

情報収集、字図、地籍図による地名調査を行つた。

対象とするものは、中世・近世の城郭・砦・陣・要害・館・屋敷等である。近世薩摩藩

の外城 (郷)制度に伴う地頭仮屋などの役所や、海防関係、藩境の番所については扱って
いない。古戦場についても同様である。「～屋敷」「囲」といつた小字が残る土地には、

中世以来の館が存在していた可能性もあると考えられるが、現況では遺構の確認できない

場合がほとんどである。そういつたところについては、基本的には各市町村教育委員会に

よる遺跡詳細分布調査や今回の調査で中世の遺物が採集されている場合のみ取りあげてい

る。

そうして拾い上げた城館跡は、調査員・事務局職員が現地を確認し、遺構や地表面の有

無などを調査し、地図上で位置をおさえていった。

そうして、そこまでの調査の結果により確認された中近世の城館跡のうち、縄張り図を

作成するものを選定し、周辺地形図などの資料をそろえる。

縄張り図作成の作業は調査員・事務局職員が行つた。一部、現地案内や草刈りなどに協

力員や作業員の協力を得た。またカラースライ ドなどの写真撮影を適宜行つている。

そうして収集された各城館跡に関する情報は、カー ド化して整理している。

本調査の要項は以下の通りである。

宮崎県中近世城館跡緊急分布調査要項

1.趣 旨
近年、各種開発事業及び公園化事業等が、城館跡で計画されている。その保存 。活用を

計るため、分布調査を実施し、基礎資料の作成を行うものである。

2。 事業主体

宮崎県教育委員会

3.調査期間
平成 5年 6月 1日 ～平成 10年 3月 31日
4.調査対象
中近世の城・館・屋敷・砦・要害 ,陣等

5.調査事項
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(1)城館の名称・位置 。遺構の状況
(2)城館に関する研究史
(3)城館に関する史料 (文献・伝承・絵図・地名・遺物等 )

(4)城館に関する周辺の遺跡及び遺構 (交通路・農工商業関係・集落 。社寺・墳墓。板
碑・経塚・古戦場等 )

(5)考察 (城館の歴史及び機能)
6。 現地調査の方法

(1)遺構の状況確認、縄張り図・略測図の作成及び写真撮影
(2)地名調査 (小字・小名の検出)
(3)聞 き取り調査 (伝承 )
7.調査結果の記録
(1)城館全般
ア 分布図及び一覧表の作成
イ 小宇集成図及び一覧表の作成
(2)個別城館
ア 調査カー ドの作成
イ 城館の縄張り図及び略測図の作成
ウ 写真の整理

8。 調査員

ア 調査指導委員 調査全体の指導助言
イ 県担当調査員 調査全体の掌握・実施
ウ 調  査  員 調査の実施
工 協 力 員 情報提供及び調査協力
9,調査報告書の刊行
城館跡所在一覧表

分布地図

主要城館跡概説

主要城館跡縄張り図

関連参考文献・史料一覧

城館跡関連地名一覧

3.調査の経過
調査の便宜上県域を 3分割し、北から県北地区、県央地区、県南地区とした。県北地区

は延岡市、日向市、東臼杵郡、西臼杵郡、児湯郡と宮崎郡佐土原町、県央地区は宮崎市、

小林市、えびの市、佐土原町を除く宮崎郡、東諸県郡、西諸県郡、県南地区は都城市、日

南市、串間市、北諸県郡、南那珂郡を指す。

年度ごとの事業経費と調査内容は、以下の通りである。

平成 5年度

(1)事業経費  1,465,538円 (う ち国庫補助 720,000円 )

(2)調査内容  a 現況確認調査 (現況写真撮影) b 字堺図第 2原図作成
c 航空写真収集 d 協力員情報収集 e 県北地区 (高千穂町内
所在)城館跡縄張り図作成  f 調査指導委員会開催 (平成 5年 11
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月 15日 ) g 調査員及び協力員委嘱準備
平成 6年度 (県北地区)

(1)事業経費   3,519,061円 (う ち国庫補助 1,750,000円 )
(2)事業内容  a縄 張り図作成 b地籍図・宇図収集  c文献収集 d宇堺図第 2原

図作成  e航空写真収集  f県央・県南地区調査の準備
平成 7年度 (県央地区)

(1)事業経費  3,165,271円 (う ち国庫補助 1,575,000円 )
(2)事業内容  a縄 張り図作成 b地籍図・宇図収集  c文献収集  d宇堺図第 2原

図作成  e航空写真収集  f県北地区の補足調査、県南地区調査の準
備

平成 8年度 (県南地区)

(1)事業経費  3,506,355円 (う ち国庫補助 1,750,000円 )
(2)事業内容  a縄 張り図作成 b地籍図・宇図収集  c文献収集  d宇堺図第 2原

図作成 e航空写真収集  f県北地区・県央地区の補足調査
平成 9年度

(1)事業経費  4,439,000円 (予算 うち国庫補助 2,219,000円 )
(2)事業内容  a報 告書 (地名表 。分布地図編)作成 b各種資料収集  c県内各地

区補足調査

地 区 既知の城館数 新発見城館数 城館跡総数

県 北 地 区 9  7 1  2  3 2  2  0

県 央 地 区 9  4 8  7 1  8  1

県 南 地 区 7  2 5  8 1  3  0

総 計 2  6  3 2  6  8 5  3  1
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Ⅱ 調査の成果 一地名表 二

1.地名表の項目について
本章では、確認された城館跡を市町村ごとにまとめて地名表を掲げている。ここで表の

項目について説明を加える。

a 番号 市町村番号を県北部から順に定めた。各城館跡について、市町村ごとに北およ
び東側から番号を付けている。個別の城館跡番号は、その組み合わせで「市町村番号十

(1)…」となる。城館跡番号は、分布地図と共通となる。複数の市町村にまたがる城

館跡については、原則として初出の市町村のところに掲載する。

b 城館名 基本的には通常用いられている呼称 (～城など)に従つた。「古城」など普
通名詞的に用いられるものもそのまま掲載した。地元に何ら伝承が残らず、今回の調査

で新たに発見されたものについては小宇名のみを記したが、仮称を用いた場合もある。

文献・記録に登場するものの位置の特定できない城館の中で、現存するある城館跡に該

当する可能性が高い場合は、備考欄に 「～城か」と記している。地表面に痕跡を残さ
ず、埋蔵文化財の扱いとなつているものは、各市町村教育委員会による遺跡詳細分布調

査の遺跡名称によつた。別称のあるものは [ ]内に記した。また、城館名には地元で

の聞き取り調査をく)と にルビを振つたが、それが唯―の読みであるとは限らない

c 所在地 地番表示でなく、可能な限り小宇を拾っている。位置の特定できないもので
「―」あるいは「大宇～か」と記した場合もある。

d 城の施設 郭は曲輪と同意の削平地、平坦地の呼称として用いた。城郭としての機能
を有するものであればその全てについて認められるはずであろうが、実際には不明瞭で

あつたり、断定の困難な場合も多い。そういつた、施設の不明瞭な城館跡については空

欄としている。

城郭の施設については見落としもあろうし、地下に埋没して確認不可能な遺構も多々

あろうと思われる。従つて、この項に関しては「現状で把握可能な」という但し書き付

きのものであることを強調しておきたい。

e 現況 主として曲輪部分について、現地で確認の上記入した。地日とは必ずしも一致
しない。

f 指定 指定文化財の場合、「県」・「市」などと表記している。
g 文献 ここでは原則として、宮崎県域全般について扱った地誌類や悉皆調査記録を掲
げた。城館に関する一次資料については第 2集で紹介する。

頻出文献は以下のものがあり、( )内の通りの略記を行った。

『 日向地誌』 (日 向地誌) 平部蕎南著。著者は旧鉄肥藩の家老。明治 7(1874)年 、
宮崎県参事 福山健偉が委嘱し、著者が実地調査し、大区々長、小区戸長の協力を得な
がら纏めあげた。古速の項に旧各村の城館跡の記載がある。1978年に青潮社より復刻

本出版。

『宮崎県史蹟調査報告書』 (史蹟調査) 1918～ 1931 宮崎県  8分 冊より成る戦
前の史跡調査の報告書。
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『 日本城郭大系』16(城郭大系) 1980 新人物往来社  「宮崎県」の項の執筆は石
川恒太郎

『中世城郭事典』 3(城郭事典) 1987 新人物往来社  村田修三 編
h 保存状況 旧状改変の程度により「良好」「一部破壊」「破壊進行」「消滅」の 4段階
に分けた。城郭の立地する山丘は残るものの、遺構は残つていないと判断される場合も

「消滅」としている。備考欄に「遺構不明瞭」とあるものについても、現地の地形の状

況を見て判断した。

i 遺跡番号 各市町村教育委員会が発行している遺跡詳細分布調査報告書の遺跡番号を
[  ]内に記した。現段階で遺跡詳細分布調査未実施の市町村については、文化庁に
よる『全国遺跡地図』の遺跡番号を記した。後者は頭に「文」と付けている。
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番号 1城館名 (別称)1   所在地 (小学名)   1城の施設 1 現況 1指定 1 文  献  1残存状況1 遺跡番号 1調査歴ほか 1地図番号

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

城

〕°カムテ
五ケ村
Sア

ウナ
永の内
イワトテ
゛
ン
゛
,

戸出城
アウド′
左右殿城

ユ′キノ
柚木野城
イコタ
゛
イ

太鼓台
キトウサン
亀頭山城

オバネ

ンフ
゛
(クリケ)
武城

山林、
蕪地

山林

山林

山林

山林

水田

山林

山林

山林

林

土塁 山林、

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

[1025]

良好 [1056]

[3003]

「岩戸城」か

「岩戸城」か

後落ちの際

不明瞭

不明瞭

明瞭

(25)の詰城か

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、
大系

日向地誌、史
調査、城郭大

大字五ケ所宇崩野

大字岩戸字五ケ村

南大平

内字夕塩

内字染田

三田井字神殿、字城ノ平

大字三田井字寺迫

大宇三田井字大野原、字古城

戸字永の内、字布城

戸字笹の戸

戸字東岸寺

戸字野方野

上野字上西平、字宮野平 土塁

上野字柚木野平

染野平

染田

河内字古城

内字下野城

7

14

14

14

14

14

7

7

7・ 14

7

14

14。 20

14

20

20

‐４

　

７

　

　

・

８

　

９

　

１０

(11)

(12)

(18)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(21)

(22)

(23)

城

城
　
．り
原

の
　
ミ
見

トウンコサキ
東氏小崎屋敷

ミヤマアワシ
゛

見山淡路城

力
゛

[大野原城]

イコハ
゛
″

・ハラ

[三田井氏

[稲荷城]

ョウカ
゛
サキ
ケ崎
ョウ′キ,ワ
"'

三田井字車迫

大学三田井字桑水流

大字押方字東平、字宮野原

太鼓原

芝原

大字向山字中山

大字向山字中山

大字向山字城ケ崎

大字向山字猿迫

城

３

(27)

(28)

(29)

(30)

好

　

好

　

　

好

　

好

　

好

良

　

良

　

　

良

　

良

　

良

林

　

林

　

林

=権屋谷遺跡
[3005]

=上ノ切遺跡
[3009]

ノ切若狭屋敷

―-8-
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辺壁J城鎖名 (別称)1   所在地 (小字名)   1城の施設1 現況 1指定1 文  献 1残存状況1 遺跡番号 1調査歴ほか 1地国登量

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

ミ ツネ
仰舟城
インlr?

石山城

下城

ケ

岳城

ア ウチ

神華城
ミヤミス
ヾ
カコイ

宮水囲城
ヤヽミス
゛

水代官所
イト
人戸城
カムラ
村城

マツか
゛

松葉城
ノミス・

′オ

内囲

゛
リ

I曲城
イカ'セ

矢ケ瀬城

クラオカオ)タテ
立城

原日城

ミエ

須美江会所

・ウ′ンタ
ノ下

空堀 山林 日向地誌
と記載)

城郭大系

大字見立字仲村

大学七折字宮水

折字宮水

七折宇舟の尾

七折字中村

大字七折字東深角

大字七折字一の水、字城ケ崎

大字七折宇舟の尾

大宇七折か

大字岩井川字高城山

井川宇古同、字古城

川字中崎

分城小原

・大字三カ所

三ケ所宇川曲

三ケ所字馬場

宇三ケ所字宮の原

三ケ所字寺村

宇鞍岡字折立

字鞍岡宇原目

荒谷

大字鞍岡宇古賀

島浦町字地下

城町字市場、字田ノ浦

郭、

郭、

郭

塁

　

堀

上

　

空

6

19

19

19

19

鵬醐均婉

所在地不明

原又二郎入

不明瞭

遺構不明瞭

近世延岡藩関
連

豊臣秀長陣か

遺構不明瞭

20

14。 20

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

郭、空堀

郭、空堀

良好

良好

良好

良好

良好

良好

15

15

15

15

21

15

21

21

21

21

好

　

好

良

　

良

林

林

山林

山林

１

　

２

　

　

　

３

　

　

４

　

５

好

　

破

　

好

良

　

都

　

良

一

良好

良好

良好

良好

ョ″
°

囲

ノ下
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キ勅

外城
ヤンロガ,ヽフ
友氏社ケ原軍営

よ シカ

稲葉崎町字外城

ケ原

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

′

中の城
ノ

中野城

古城
イアウエ

大友氏無鹿軍営

Aカハヾキ
予際要害
イアハタ
の畑城

尾城

ョウカ・′サ
ケ鼻

′ヘ オカ

井城]

キタノ

北の城

下城

無鹿友内

膝町か

の畑町宇上貝、字貝ノ畑

町宇松山、年一ツ田、字

峰ヽ町字小峰、学後田

小路、

地町字平野、字木ノ下

天下町字雨下中須、字中ノ坪
字井の迫、字筒井

[宝坂城] 西階町宇置露、野田町字野田

貫町字丸山

小路字西光寺、字中野城

古城町字古城

古城町宇古城、字六反田、字

地

空堀 山林、

水堀

塁、櫓

郭、空堀
土塁

土塁

日向地誌

日向地誌、
大系

陵世鑑

蹟調査、
系

日向地誌、

、城郭

史蹟調査、城
大系

日向地誌、

査、

日向地誌、
系

日向地誌、
、城郭大

西南の役の際
の陣か

一部発掘調査

不明瞭

不明瞭

消滅

消滅

消滅

良好

23

23

23

23

23

下、字天守山、三須町字
ノ前、宇古城下

)テ
・力
゛
タ

形

ニカ
゛

口町字鬼ケ城

イヽカ
｀
タ

上伊形城
ト ト ロ マツオ
土々呂松尾城

陶牌ギ
青谷城

伊形町字呂木、字越路

土々呂町字城山

チヤ

日矢口屋城 日向市大字日知屋字伊勢道

′ウエ

ケ城

上城

ノ上城 (仮称)
,テ
゛

手城 (仮称)

丸山

城

土塁

郭

郭

郭、空堀

郭、空堀

宅地

山林

林

山林

山林

山林

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

日向市大字日知屋字竹ノ上

日向市大宇日知屋字庄手

日向市大字日知屋字堤ノ内

日向市大宇日知屋管ケ迫、字
谷～門川町大学門川尾末

日向市大学富高宇古城ケ鼻

日向市大宇富高字千束日

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

35

29

29

29

山林

山林

゛
ンケ
゛
ン
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働

　

働

　

　

０

陣
”
高

ル
添
　
ミ

ミキ

籾木ノ城
谷、字馬ノコ子

仮屋

ツケ
[大友義統十日向市大字幸脇字麻付

シハ・″

日志原城 日向市美 津々町

字加草字松尾

夕
゛

ノウス・
草宇枝

草字迫ノ前宇津城

大学門川尾末字竹名
ドカ
°
ワ

日向市大学富高か

日向市大宇富高字垣添、宇前

日向市大字塩見宇蔵ノ後、字
字上ノ坊、字中山、

中山尾崎、字中山後

日向市大字塩見字久保、宇中
切畑

日向市大学塩見

日向市大学平岩字本村、字登
り立

日向市大字平岩字ウド山、字
下ノ堀

日向市大字平岩字籾木前田、

日向市大字幸脇字上別府

大字門川尾末字平城

大字川内字三ケ瀬

字坪谷本村

空堀

空堀

郭、空堀
土塁

郭

空堀

土塁

日向地誌、
査、城郭大

日向地誌、
系

史蹟調査、
大系

系

８０

　

　

　

３６

３６

　

　

　

３０

　

　

３６

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(仮称)

(仮称)

山林、
地

山林 良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

勅
　
日
留

一部発掘調査

一部発掘調査

不明瞭

遺構不明瞭

林

林、

空堀 山林

山林

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

空堀

空堀

29

29

29

29

とラ
平城
ヤンがセ
三ケ瀬

２９

　

３０

　

　

３０

(1)

(2)

(3)

(4)

川内字大池

山陰城

ノンロ

山陰大地蔵●
ャ
谷城Ⅲ
ャ
谷出城 (仮称) 宇坪谷字本村、字馬飼出

清谷字樋之元

清谷字久保

郭

　

　

郭 [文921]
３６

　

３７

　

　

３７

好

　

好

良

　

良

城郭大系

好

　

好

良

　

良

林
　
林

山

　

山
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(8)1入 田城

(9)1古城
イチヤ

(10)l市谷城
とラ

(11)1平城
ケテ
゛
フラ

(12)1田出原城

イ

(1)1下ノ(賊

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

ツ
°
メ

爪城

消滅

良好

良好

部破

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

38

32

38

38

88

38

38

38

38

38

31

31

31

31

31

31

31

31。 37

31

31

31

32

スヽ
｀
ンタ
｀
ニ

水清谷囲 大字水清谷字囲

又江
●
″

星原城 卜路、字城ノ原

田爪

大字神門宇仮屋

大字神円宇入田

大字鬼神野字尾迎

鬼神野字市谷

大字上渡川字平城

字上渡川字田出原、字門田

人峡

代字嶋尻

田代字花水流屋敷

大字田代字長堀、字蕨野

大学田代字今城、字出日、宇

大学田代字外国、字火ノ元

大字田代字道野 原々

下タノ屋敷

立石字囲

三ヶ宇鳥の巣

大学黒木字クロンゴ

大宇宇納間字中原

大字宇納間字西野々

日向地誌、
、城郭大

系

系

日向記

日向地誌、

[文935]

[140]

[132]

=花水流遺跡
[137]

遺構不明瞭

不明瞭

不明瞭

遺構不明瞭

構不明瞭

遺構不明瞭

(2)

(3)

(4)
′

ミチ′力ヾ ″

(10)1道野々原城

住り降ケケ屋敷
徹
"曝
客囲
卜)′ス

(13)1鳥の巣城

9

郭、空堀(5)1上円野城 [今城]
谷ノ堀、字下城

(6)1上野城

ミカト・ ,ヽ
゛
″

(7)1神円原城 代字神門原

(8)1上野原城 大字田代字田、字矢倉ノ下、
城内

力)サコ

(9)1仮迫城

(5)と 同一
査、城郭大

山林

山林空堀

林

林

郭、空堀 山林

空堀、と

[119]

=外園遺跡
[128]

[148]

[206]

遺構不明瞭

遺構不明瞭

良好

好

　

好

良

　

良

(1)

(2)

(3)

(4)

垂円城

=ェアンタ

入下城 入下堂の城

郭
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悉■ 1姉備え rttI称Ⅲ I   所布難 r川、卓えⅢ   I競 の流譜 | チ見況 1指↑ 1 支  献  1残存状況1 漬跡番号 1調査歴ほか 1地図番号

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

ノキ
曽木城 (仮称)
ウリか'タ

上畑

水流

・
ン

き殿
カ
川坂城

タケセ'

竹瀬城

市尾内

ル

水流

゛
″

・り′ヾ

り場

子字下曽木

子字上畑、字猪渡

寺院

畑地

24

24

19

24

19

24

林
、
　

　

社

　

林

山

地

　

神

　

山

林
　
地
　
　
社

山
　
墓

地
　
神

齢
　
　
報
林
　
細

１

　

　

　

２

　

　

　

３

山林

林
　
林
　
　
林

山

　

山

　

　

山

ヨウ

田城 (仮称) 首

ヽ
″

(1)

(2)

(3)

(4)

地々字囲

流

内名字酪駐落山

字)II内名字鐘突き山

字長井
‐
IJII坂

大学長井字竹瀬

三川内字木浦内

大字三サII内字中水流

大字古江字本村

字家代字蔵ノ先

大字家代宇城ノ下

字家代字上野尾、字倉ノ平

郭、土塁

土塁

良好

良好

良好

良好

良好

3

3

10

26

26

26

31

26

26

20

「倉屋敷Jの
地名の伝承

遺構不明瞭

遺構不明瞭

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

林

　

林

アラタニ

荒谷城 [城ノ下] 代宇荒谷

ノ塚
や
ライ

Fン山宇日向平

井 ツ山宇家長ノ川、字城ケ

大学七ツ山字飯千

大宇松尾字中ノ人重小原

大)II内城

不上野字向山日当

大河内宇城
キ

内字小崎

日向地誌、
城郭大

日向地誌

H向地誌、史

好

　

好

　

　

好

良
　

良

　

　

良

,キ

大字大河内字小崎

-13-
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悉暑 1競値え r則称Ⅲ I   所存加 r′卜宰ネⅢ   I娩 の流設 1 報PP Iキ旨庁 1 文  献  1残存状況1 漬跡悉号 1調査歴ほか 1地図番号

良好

良好

良好

良好

(1)1雄人重城 都市大字尾八重字上村

(2)1銀鏡城 [古城] 西都市大字銀鏡字中島

[6003]

[6006]

[2014]

[2022]

=平城遺跡
[2023]

一部発tlR調査

[3010]

[3010]

[1032]

[1018]

[1012]

[1030]

[3018]

[3021]

一部発掘調査

[5002・ 5006・ 部発掘調査
2～5014]

[4015]

小野城跡 [

43

43

43

43

52

52

52

52

52

53

53

52

52

52

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

ヤ

山城 [古城]
ヒラ
平城

夕
゛

千田城

｀
コウヒ
゛
ラ

ミネ
峯城 [岡富城]

ミ アケ
三宅城

ミヤ

上宮城 [松田城]

市大学銀鏡宇囲

都市大字穂北字上野

西FIT市大字穂北字山城

西都市大字穂北字平城

都市大字南方宇大塚原

都市大字右松字城平

大字三納宇平郡

西都市大字三納字平城

市大字阿富宇有峯～新富
大字新田)

都市大字三宅字原ロ

都市大学三宅字上ノ宮西

塁
　
　
ヽ
塁

土

　

郭

土

空堀

土塁

空堀
土塁

郭、空堀

郭

日向地誌、史
調査、城郭大

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、
系

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

日向地誌、史
査。城郭

日向地誌、
系

日向地誌、

堀

　

　

堀

空

　

　

空

城
′
納
ミ

〓
一
　

”

堀

　

　

堀

　

　

堀

空

　

　

空

　

　

空

塁ヽ
　
　
ヽ
塁
　
　
ヽ
塁

郭
上
　
郭
上
　
郭
土

林、

蕪地

山路城

ヒラノ

平野城

リ

平郡城

ン

トノコオリ
都於郡城

前原城

赤目城

西都市大字三宅字上国津ケ丸

西都市大字平郡字城内

都市大学平郡宇本村

都市大字平郡字鴨山

都市大字鹿野田宇高屋

林

山林

山林

山林

社

53

53

60・ 61郊、空堀
土塁、虎
口

インア タ
゛

石野田城 [小城・ 西都市大下三財字古城屋敷 寺院

城]

原城 [小野城] 都市大字上三財字中ケ原

都市大宇岩爪字黒貫

都市大字上三財字囲

黒貫城

城郭事典、西
市埋文報告5

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

上塁
靭
　
　
釧
　
　
選

塁
　
　
ヽ

上

　

郭

1大学南高鍋字肥後屋敷 に地 |
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５２

　

　

　

５２

　

　

　

５‐

２

　

　

　

３

　

　

　

４

老瀬坂上第2 老瀬坂上

正六年島津総陣 上江～ (木城町) 大学椎木

[舞鶴城] 字南高鍋字旧城内、大宇 郭、石墨
田 、居館

キ

上日置城
コンタ
や

日置字上日置 空堀

越口城 (仮称)
ン・ョウカ・オ

大宇日置字越田 、空堀

城ケ尾

ン
゛
ョウホウシ
゛

日置字城ケ尾 空堀

宇平山

埋文報6 破壊 津以久陣か
掘調査

[3035] 一部発掘調査

「日置山城」

「新田城Jか

「新田城」か

「富田城」

「富田城」か

[文 12-2]

宮部善祥坊陣

堂高虎陣
構不明瞭

臣秀長陣、
「松山塁の東

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

好
　
好

良

　

良

良好

良好

良好

良好

良好

51

59

60

60

60

60

60

60

山林

山林

`ヤマ

ケ山

゛
ンサ
Ⅲ
ン

弁指

ミノ

上ノ城

′
ノ城

大字新田字竹ケ山、字樺ケ迫

大字三納代字弁指、字城ノ下

大字上富田字後迫

上富田字中栗野田屋敷

郭、空堀
土塁

郭、空堀、

郭、空堀
土塁

空堀

土塁、虎
口

郭、空堀
土星

林、

林、

林、

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、史

日向国史、日

、城郭

史蹟調査

日向地誌、史
調査、城郭

所宇桐原囲

‖城[小 ,II館 ] 字小川字古屋敷

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

イン′
石城 大字石河内字城

大字石河内字浜口

大宇高城字城山

大字高城字平城

チ

浜口
タカ
高城

ヒラ
平城

イリト
'ヽ

゛
″

戸原城 岩戸

目白坂塁 (仮称)

古塁

古場

大字椎木宇陣ノ内か

郭、空堀 林
　

　

林

山

地

　

山

47

47

52

52

47

52

52

良好

一部破

一部破

良好

す
°
コ

-15-
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番号 1城館嘉 (則称)1   所在 Jれ (小学え)   1城 の流設 1 現況 1指庁 1 文  献  1残存状況1 積跡碁号  1調 査歴ほか 1地図番号

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ウチ

堀内
・ョンテ
→
,

ン平

カ シ
゛
ヤシキ

丹後城

,コ

北ケ迫
ミtjキ イケウチ
[池内城、

龍塁城]

｀
ンノウチ

大字川南字湯迫

大字川南字天神前

大宇平田宇井手ノ上村、字伊
ケ谷

平田宇荘琶城

大字平田字上肥

川北宇堀内

北字平山尾立

川北字鍛冶屋敷

大宇芳士字野間ノ平

大字新名爪字北ケ迫

字数太木、字寺 郭、空堀

北方町字陣ノ内、字障ノ下

瓜生野字久保

大字瓜生野字竹篠

大宇糸原宇戸森

大宇糸原字柿迫

大学浮田字高蝉

大宇浮田字古城

大塚町字城ノ下

北川内町宇山城

山 [山城] 三井手
[2013]

[1021]

「松原之陣」

遺構不明瞭

遺雑不明際

52

52

46

46

46

67

67

67

68

68

67

68

67・ 68

67

68

73

73

74

１

　

　

２

　

　

３

１

　

　

　

２

　

３

ヒ
°
ワ

琵琶城

甘演

陣ノ内
イマ

今城

′

トエ

イト

白糸城

インツ
｀
カ

古城

空堀 山林

空堀 林

　

　

林

日向地誌、
大系

日向地誌、
査、城郭大
郭事央

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

日向地誌、城
大系

、城郭大

日向地誌、
系

日向地誌、

日向地誌、
、城郭大

史蹟調査

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

良好

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

山林

山林

山林

好

　

好

　

　

好

良

　

良

　

　

良

滅

　

好

消

　

良日向地誌、史

林
　
林
園

城岡

　
”

堀

　

　

堀

　

　

塁

空

　

　

空

　

　

土

塁
　
　
ヽ

土

　

郭

　

郭石ノ迫

田宇宮ノ下

宇浮田字城ノ下、字佃前、 郭、空堀
照明院

部破

良好

良好堀

　

　

塁

空

　

　

土

峨
　
叫
勅 字時雨

― ユ6-

掘調査



(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

好
　

好

良
　

良

脇
　
　
鵬

一　
餅
　
　
餅

一　
削堀

・　　　　　　　　　　　　一一一一一一

劾
　
か
　
　
か

古城 城町字古城

′ンタ
寺ノ下 長嶺字寺ノ下

宇細江宇風呂屋
ミヤ

ノ城
イ
井城

大学細江字宮田

字曽井

イマエ

今江城 (仮称) 大字熊野字今江

゛
ヵ

エタ
°

,キ

紫波州崎城

ミトウケ
゛

武城

ュウサ'ンシ
゛

司、字岩下、

大宇加納字年神

大宇加納字寺迫

大字加納丙字下岩見田

大宇加納宇古陣

下

田木

大宇船引字井手ケ城

谷字松ノ木原、字下屋敷

土坑

空堀

空堀

林

林、

山林

林

林

荒蕪地

道路、

地

日向地誌、
大系

日向地誌

日向地誌、
査

学園都

日向地誌、

[1112]

[4029]

E4031]

[4032]

[5001]

[60111]

[6007]

不明瞭

(23)と 同一か

に含

力東祐尭墓あ
り

細川小四郎義
所説あり

構不明瞭

73

68

74

74

78

78

78

系、
4

日向地誌、

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

山寺跡
卜′対ン
登能尾山

ぎにょもル屋敷

古陣

古城

゛

が

手ケ城

梅谷城
カミヤンキ  シモヤンキ

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

日向地誌

日向地誌、
大系

日向地誌、
系

日向地誌、
大系

良好系

城郭大 [6001]

[101]

[111]

[114]

=須田木遺跡
[121]

[223]

73

73

73

73

73

73

73

73

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

・下屋敷 上屋敷、宇下屋敷、宇
ノ下、字堀下

′   力)ヤ
田野城 [仮屋城] 三角寺字後山

ウエアか″
上ノ原城 ノ原字中谷

釘畑第2遺跡
夕・ル

人重字佐野前畑

[4014]

良好 [1030]

74

74

74

74

74

79日高城 片井野字片井野、字下ノ原

-17-―
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番号 1城館名 (別称)1   所在地 (小字名)   1城の施設1 現況 1指定 1 文  献  1残存状況1 遺跡番号 1調査歴ほか 1地図番二

ドワラ

田島之城]

タデョ,デ
福城寺
,チ

内城

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

ワ

′

ノ城

城]
イ

上四島字追手 郵、空堀
土塁、井
、館跡
天守台

郭、空堀
土塁

一部発掘調査

遺構不明隙

字上東上那珂宇福城寺

大学東上那珂字内城、字長谷

ンカ
゛
ク′ヾ″

岳原城 大字東上那珂字南学原

(仮称) 上那F可字内田

下田島字田島か

土原町大字下田島字田島、

原円「大学下田島字新城町

瀬城 土原町大字下田島字袋迫

土原町大字下那珂宇西ノ城

上原町大字下那珂字鳥越

上原町大字下那珂か

ミイ旬I゛
城

[那珂城]

ヽ
塁
”
土

地

　

林

　

．
ゆ
勒
加
勧

llセ

系

　

系

系

　

系

大

　

大

」黙Ｔ
　　　　一

郭、空堀

空堀

一部破

良好

良好

=西ノ城遺跡
[7010]

[402]

[407]

[415]

[408]

４

　

　

　

５

中ノ城

ケ峰遺跡 大字花見字城連

大字小山田宇麓、字上新城、
新山

郭、空堀
土塁

郭、空堀

スミ

(3) 見城 字高浜字城ノ山

イイタ
゛

飯田城 天神ケ迫

Tll｀

天ケ城 [高岡城・ 字内山字大迫、字麓

[囲城] 大宇内山宇棒、字尾払、字城 郭、空堀 山林

′オ
ノ尾城

ケニ

山宇池ノ尾

山字高手原 郭、空堀

″が

福ケ城 字内山字高手原

(10)

(11)

(12)

(13)

上城
ンそ′コか'

下ノ木場城
カリカミ
河上城
ヒラカ
帯

字内山字高手原

大学内山宇高手原

大宇内山字高手原

大宇五町字原ノ商

(11)

か

(5)

の支城

の可能
り

構不明瞭

―都発掘調査

遺構不明際

(3)と同一

(8)と同一

(8)と 同一

(8)と 同一

遺構不明隙

良好日向地誌、

進

　

　

好

壊

　

　

良

調査、城郭大
県史研究

日向地誌、城
系

日向地誌、
系

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

日向地誌、

系

日向地誌、
系

日向地誌、
大系

良好

良好 68

68

68

68

68

翻
　
　
翻
　
朗
　
・

賀城

―-18-―

[421]



Aカ

向屋敷

イマ

今城

ナカ
゛
サキ

長崎城

谷口城 [寺尾城]
トウチコウシ'

東長寺城

ワキ

木脇城

Aラ  ン・ョウノンタ
・城ノ下

ド″

屋原城

さじが城
タン
゛
)

田尻城
ムコウケカ
向高城

大学五町宇向屋敷

大学浦ノ名字法ケ代、

大字深年字鶴ケ城

大字深年字永迫

大字三名字東長原

ノ峰

王九字北村、字城ノ下

大字本庄字古城

大字本庄字義門寺、字下馬場

大学本庄字地蔵寺、字堀内

字山下
大堀

大字五町字長崎

キサ
゛
キ
ノ木崎城 五町字宮ノ谷

キ

ョウキン ` ・ミ

常喜寺堀・水戸堀 大宇人代北俣宇常喜寺堀、字
戸堀

宇人代北俣字酉堀

人代北俣宇推現迫、
生字吹上

大学

:字人代北俣字堀内

千ヽウ虎 大字人代南俣字岡田

大宇人代南俣字巡尾

大宇深年字荒蒔

イアミ

野見城
力
゛

礼ケ城

タスミ
楠見城
・ンノンロ

ノ城

ワ

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

字深年宇園畑

空堀

土塁

空堀

郭、空堀

空堀

空堀

空堀

郭、空堀

郭、空堀
土塁、櫓
台

郭、空堀

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

部破

日向地誌、城 良好

系

日向地誌

日向地誌、
大系

日向地誌

日向地誌、
大系

日向地誌、
系

日向地誌

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、

日向地誌

日向地誌、
系

日向地誌、

[610]

[503]

[502]

=長参原遺跡
[1002]

構不明瞭

=六野原古

[1601]

遺構不明陳

[llll17]

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

林

　

林

[1008]

[1111]

[1221]

[1216]

[1223]

[1222]

[1220]

[1224]

[1606]

[1504]

=宮工丸遺跡
[2001]

[■2]

[111]

[401]

[502]

構不明陳

伝豊臣秀長陣

山林

山林

山林

山林

山林

林

寺院、
地

山林

山林

大宇本庄宇尾立

中

良好

良好

良好

良好

68

68

68

68

68

林

良好

良好

良好

一部破

良好

大学田尻学四町迫
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④
　
　
∽
　
　
ω
　
い

１

２

３

４

５

６

２

　

　

３

　

４

　

　

　

５

　

　

　

６

永城

フ

平城

ノオ

市之野城

古城

ミナカオ
上中尾

ミガ

垂水城 [古城]

ヒタ
ヾ
キ
肥田木城
,チヤンキ
内屋敷城

・ン′オ

J ハ

′キ
ノ木城
イリム レ

牟礼城

や
ヤン ミツヤマ
[三ツ山城]

(7)1星合杉砦
ンオ

(8)1陣 ノ尾
ュウカ
｀
ミネ

(9)1竜 ケ峯塁
ヨントミ

(10)1吉富城 [亀固城]

平城
Jと
｀
ラ
河平館

城

′

(4) 永野城

[龍尾城] 北俣字野首、宇麓

大学森永字出水山

大字森永字平城

永字市之野

富町大字

大字入野字城平

大宇入野前畑

大字南俣字内屋敷、字古城

大学東方字上蘭、字野首

方宇内木場

東方宇谷ノ木

東方字城ケ迫～野尻町大字
三ケ野山字瀬戸ノロ

大字真方字下ノ馬場

大学真方か

大字真方か

西方字杉玉

字鳥居元

大河平宇元屋敷

大汀平元屋敷

河平柿木原

大河平字永野原

大学坂元字高野

大字坂元字高野

[607]

日向地誌

朗
　
一

[608]

町 日向地誌、
土塁

空堀

空堀

郭、空堀
土塁

郭、空堀

日向地誌

日向地誌、
大系

日向地誌、史
査、城郭大

日向纂記

日向地誌、
査

日向地誌、
査、城郭体

日向地誌

史蹟調査、
大系

[町指定4,
]

[町指定5,1
]

[町指定7]

[町指定6]

[3037]

[3016]

[3038]

[4008]

「守永城Jと
る説あり

(20)と 同一

構不明瞭

「三ツ山城」
とする説あり

城郭大

61・ 62

68・ 69

62

町

　

町

山林

良好

良好

良好

良好

好

　

進

良

　

壊 [5003]

陣
マ
藤
磨

夕
球

空堀

空堀

土塁

土塁

土塁

林

山林、

―-20-―



(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(98)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

丸城
イ′

ウトクアン

`″

田原陣

ミヤメ

官之城
ヒ,
平城
ントミ
吉富陣

小城
夕 ′ ウエ

日之上城

″

城

上江城

｀
ョウケイ
澤慶城
カタトウ
加久藤城

′ケ
｀

城

ミョウケン

見遺跡

新城 [馬関田城]

トウアク
東福城
トリコ・I

カキノ城
キ

イナ)
荷城

ミツ
゛
ノ・ン

フ

西矢倉城
ヒが沖夕
゛
ラ

束矢倉城

原田字城内

大字原田字稲荷下

大字原田字田原陣

大字大明司字広畑

大学大明司宇平城

大明司冬野

司越シ

大明司字宮本

上江字田上

大字上江字古城

大字上江字山神

田字二十里

大字小田字内鶴

小田字城内

(仮称) 田字園田

土塁

上塁

空堀

空堀

郭

郭、空堀
口、井戸

空堀

日向地誌、
大系

日向地誌、史

、城郭大

日向地誌、

縦貫自動
報 2

日向地誌、
系

[3031]

[2020]

[2005]

[2038]

65

65

65

65

山林

施設

良好

消滅

良好

消滅

良好

良好

一部破i

良好

消滅

良好

消滅

良好

65

65

65

65

65

65好

　

　

好

良

　

　

良

地、

林

林

空堀

山林

山林

学校

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

東川北宇本丸、宇関川

東川北字妙見

字西)II北字寺園

林

林

荒蕪地

山林

大学西川北字宮ノ後

大宇池島字鳥越

大字末永か

下字城ケ崎

宇栗下字谷川

宇西長江浦字溝同

大宇灰塚字酉矢倉

大字灰塚か

一　
朗

土塁

空堀

土塁

土塁(34)

(35)

(36)

山林

山林
ヤ ンキ

東長江浦宇鶴田越 郭、土塁

-21-



(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(4Z)

(43)

(44)

(45)

(46)

(47)

(48)

ミヨン

見吉城

古城

猿ケ城
'ナ

赤花城

′オ

丸之尾城

ヾ
ォ
尾城゛
舅
尾城

大明神の城

いゝ城

城 [松ケ城]

カ

小塚城

スリ

諏訪屋敷

東長江浦字城ノ下

上島内字三吉

西長江浦宇西ケ迫

大宇柳水流字頭無

大宇岡松字赤花

大学内堅宇寺西

大学内竪宇油田

字寺西

後川内字奥ノ下、字温水

西麓宇西城戸、字城ノ下

大宇紙屋字弓場後

大字紙屋字新村

大字紙屋字上の原

東麓字高松

東麓字出日

東麓宇牟田原、宇野首

大字東麓宇陣原

郭、土塁 山林

、土塁

、空颯

古城

好

　
好

良

　

良

好

　
好

良

　

良空堀

空堀?

郭、空堀
上塁、虎

林

林

林

林、

山林

荒燕地

山林、

=古城遺跡
[1038]

=山城第 1

[K34]

[K64・ 66]

[H40]

[H15]

と同一

と同一

か (40)

明瞭

部発掘調査

構不明陳

65

65

66

65

65

65

１

　

２

史

幸院記、
書

良家文書

日向地誌、

、城郭大系

日向地誌、野
報 4

日向地誌

日向地誌、
査

(3)

(4)

大学蒲牟田字小塚下、字堀切 `″

馬場、字町尻、字内堀

大字広原宇諏訪屋敷、字宮ノ下

山城

字城原

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

(9)

マ

69

69

69

69

69

70

70

70

今城

古城

サキ

デリ

尻城

ン,ヽ
゛
″

郭、

郭、

郭、

郭、

土塁

空堀

空堀

空堀

空堀

山林

寺院

山林 好

　

好

　

　

好

良

　

良

　

　

良

史

　

　

史

大宇ニケ野山字山家、字大沢津

―-22-

日向地誌、



悉丹 1娩植え て剛I称Ⅲ I   所存如
`州

、学えⅢ   I姉 の柿許 1 理IP I指 十 1 す  献  17E存潰P71 清跡碁暑  1調査犀ほか 1地図番号

,ウカ'オ

ケ尾

城ヽ
キ

田町宇古屋敷

大字中原宇中河問

[鶴丸城] 下田宇唐池

大宇奈佐木宇中島

大宇内山字向江

林、

林

荒蕪地

林

林

山林

林

林

林

[104]

[106]

[112]

[208]

[402]

[211]

北郷町 [107]

[207]

[312]

(4)

(5)

(6)

(7)

・メス

すキ

巣城 字下田字永田 好
　

好

良
　
良

城

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

ン′オ

天神ノ尾砦
セヒウ
瀬平ノ城 土宇瀬平

シミネ
子嶺砦

ノ

大字宮浦字桑木迫

貝殻城[水ノ尾城]1大宇宮浦宇鬼ケ久保

鬼ケ城 東弁分字城ケ平他

イスカ・

ケ城 日南市大宇松永宇沢渡～北郷

山城

・′オ
ノ尾砦

藤

字本丸他

ケ

大宇星倉字栗殿城

大字益安字堀之内

大字戸高字古城他

大学戸高字鼻操、宇扇形、字
トウ】ウシ
｀

東光寺砦

サザレ

細砂礫城

タマ

田問砦
ナカメオ
中ノ尾砦

扇形

宇板敷字隠山

字板敷字元仮屋

大字殿所字中ノ尾

大字楠原宇前鶴跡

上城 上城゛
ミネ
ケ嶺

"゛

クラ

吉野方字篠ケ城

堀

　

　

堀

空

　

　

空

日向地誌、史
、城郭

日向地誌、
査、城郭大

系

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、

、城郭大

史蹟調査、
大系

城郭大系

良好

系

日向地誌、 良好

系

日向地誌、史 良好

城郭大

日向地誌、史
城郭大

日向地誌、

日向地誌、
、城郭大

日向地誌、史

[206]

[419]

[214]

=鉄肥城跡
[310]鉄月E城下
遺跡 [311]

[318]

=篠ケ城遺跡
[312]

=鎌ケ倉遺跡
[602]

「楠原本陣」

一部発掘調査

88・ 89

88

89

ド

良好
林

　

林

　

　

林

０

　

０

　

　

０ 倉砦 る字鎌ケ倉

-23-
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(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

大字酒谷乙字城ノ下、字仲前 郭、空堀
上松原

宇酒谷乙宇隈陣

宇酒谷甲字陣の尾

白木俣番所 大学酒谷甲字自木俣

野字城ケ平

新城

キト
゛
モト

上方宇新城

戸元 大字平野字岩山

城 大字―氏字大丸、字城ノ下
クラ

中福良城 (仮称)

城

が,オ
巡り尾城 [隈陣]

ン′オ

タエ

名谷
クシマ

城

=ン /1夕

西方城

高城
タカ

高城
力対
金谷城

ャウス

自城
′
゛
ュウ,ウエュウト
｀
ウ

十郎入道

ンノ

中

前山砦

゛

'メ

かラ
[石崎城]

市木宇中福良

大納字名谷

大字北方字上ノ城

大学北方字床稲原

西方字本西方

字本城字居城ケ宇戸

大学本城字京田

大字南方字金谷城

大宇南方字越ケ谷

大字高松字十郎入道

字北河内字並松～田野町

大学北河内字城ケ平

大宇郷之原字上ノ城

字城之谷

之城

字大藤宇高寺、字古城

大字大藤字富土原

日向地誌、史
、城郭大
典

日向地誌、

日向地誌、
大系

日向地誌、史
、城郭大

日向地誌、
査

日向地誌、史
査

福島郷土史

日向地誌、史

日向地誌、
、城郭大

日向地誌

[504]

[719]

不明瞭

[7041] 一部発掘調査

=本西方遺跡
[7027]

[6002]

不明瞭

構不明瞭

[指定4]

好

　

　

好

良

　

　

良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

89

89

90

92

93

92

94

96

96

97

鶴

96

97

96

96・ 97

97

97

97

83・ 84

84

83

88

89

89

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

郭

　

郭 空堀、

空堀
土塁

土塁

郭、空堀
(竪堀)

空堀

空堀

空堀

石塁

山林、
地

山林

林

荒蕪地

山林

林

林

林

山林

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

７９

　

８４
堀

　

　

堀

空

　

　

空

ミス・力・

ケ城

之城

フ

高寺城
フト′ヽラ
富土原砦 (仮称)

富士原塁 (仮称)

林

　

　

林

林

　

林

山

　

山

(4)と 同一カ
[101]

大宇大藤字富土原～日南市大字

―-24-―



９
　
　
１０
　
　
■

大字大藤字中ノ迫

平

日向地誌

日向地誌

日向地誌

系

史蹟調査、
大系

日向地誌、史 良好

良好

史蹟調査、
大系

史蹟調査、
大系

郭大系

内地理誌

日向地誌、 良好

不明瞭

遺構不明瞭

都発掘調査

発掘調査

在地不明

在地不明

郭の一つの金
石城発掘調査

[牧ノ陣]

ウ

(1)1南郷城 ～日南市大 郭、空堀

２

　

３

　

　

　

４

　

５

　

６

下方

メイ
目井城 乙字山之ロ
ンノ

之城 之口宇池ノ谷高畑、宇
之瀬、字袋ケ瀬戸

エアクチ

谷之口城 大宇谷之口字六ヶ所

森田陣

〃ミタ
゛
ニ

、上水流町宇森田原、字
、字外堀、字野首

美々谷城

夕'マ

々美谷町字古城

美々谷町字神竹

ミタ
゛
イゴロウ
上大五郎遺跡 丸谷町字上大五郎
齢
゛
ウ

丸谷某屋敷

チャウス)゛

ノ田か

ロケ陣 水流町天神原

木町字人日市、字赤坂か

,ゥ

城 田、宇母智尾容

モ,      オオネ タ
゛

屋敷 [大根田
]

町字松元

ニタ元遺跡
マコ
゛
メ

夕元

籠陣 乙房町字小松尾

イワミツ

字王子原、字東田

内町字内城

マカウ

史蹟調査、
大系、都城市
報19

[038]

[055]

[039]

[006]

[041]

[042]

[10020]

[10014]

[10019]

[10005]

=神竹遺跡
[10009]

=高木赤坂
[9008] か

=畑田遺跡
[6033]

=松元遺跡
[6046]

=内場遺跡
[8007]か

=岩満王子原
[10071]

[8047]

=胡麻ヶ野第3

９３

　

　

９３

　

　

９８

・ョウノ,サ
之内
ウンカ
゛ 字谷之口宇城之内

湖雲ケ城[岡之城] 本宇陣之城、字岡迫作 郭、空堀
字助九郎

夕
゛

(7)1和 国城 上字和田城

上水流町字古城

美々谷町字神竹原、字森田原

空堀 山林

園、空堀

市

空堀

空堀

方形館跡

方形館跡
か

方形館跡

山林、
地

水田

良好

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

０

　

　

０

　

分

消滅

良好

良好

一部破

良好ケ野城(仮称) 町字胡麻ケ野
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゛
″

高野町字前谷

郡元町字松原

上長飯町字中牟田、早鈴町字
上ノ園

牟田

長飯町宇城ケ尾

字人幡城、鷹
添

瀬戸ノ上

大岩田町字大岩田

久町宇古城

久町字松ケ迫

友

内、字城野首

下久保

北町字金御岳

北城か

大学餅原字中村

大字長岡字城内

大宇長田字横山栗下

大字蓼池字牛ケ廻

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

ンがオカ
r岡山
ソ

原地区第 1遺跡
夕
゛
マ

方形館跡

方形館跡

82

86

86

86

86

86

86

86

イリヨン

祝吉御所
ノノ

上ノ園第2遺跡

永屋敷

ケ尾

ミヤコノ

城

)ュウホ,シ
｀

龍峯寺城

イリケ'

大岩田城

ヒメギ
姫木城

古城

ツカ

六ケ城
イケヒラ
平城
メキタ
梅北城

シモタホ・

下久保

ンカ
゛
ミネ
ケ峰陣
メ

餅原ケ城

ヤマ

山城

キタト
゛
′
北殿城

ヾ
ヤマ

ノ″ホ
゛
,

古堀

空堀、
列、
意構

空堀

公園

[4005]

[4006]

[4015]

[1002]

=城ケ尾遺跡
[1004]

[5027]

=瀬戸ノ
[5020]

[5029]

室高野遺跡

[7057]

[7088]

[7089]

=囲内遺跡
[7044]

[7036]

=城内遺跡
[N37]

=栗山遺跡
[S38]

=牛ケ廻第2
[N08]

=宮田遺跡
[S28]

=古堀第 1・
2遺跡 [S05。

発掘調査

掘調査

一部発掘調査

査

一部発掘調査

部発掘調査

地

　

　

地

墓

林

　

畑
林

郭、

郭、

空堀

空堀

空堀

地、

林

山林

林

地、

林、

蕪地

山林、

山林

山林、
地

消滅

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

内地理誌

内地理誌

地理誌

日向地誌、史
査

日向地誌、史
、城郭大

日向地誌、史
調査、城郭

86

86

86

86

帥
　
　
朗
　
一

一部発掘調査

平季基館か

不明瞭

構不明瞭

、空堀
堀

空堀

空堀

80

85

85

86

85

86

上米、字宮田 郭、空堀

大学樺山字古堀～都城市立野町

日

市埋文報 7

良好

消滅

消滅

良好

消滅

消滅
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悉暑 1娩舶ネ (別林)1   所在地 (小学兆)   1城 の施設 1 現況 1指定 1 文  献  1残存状況1 遺跡番号 1調査歴ほか 1地図番号

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

山之口城 [亀鶴三
石城]

大字山之口字大門 日向地誌、 良好

、城郭大
典

=城山
[文20-29]

酌

　

８０

　

８。

８０

　

　

８０

　

　

　

８０

　

　

８０

林

　
　
　
地
　
地
　
林

堀

虎

空

ヽ

′ サト・

ケ野・
ド″

ンコ
゛

後陣 [古砦]

王子城
スガメカ
゛ デョカ・ラ

雀ケ城 [城ノ平]

タア
Sキ
カ'

限ケ城
ミマタ
[松尾城]

七浦城

之口字佐土屋敷

口字田原、字田原ノ

之口宇宇都谷、字麓、
野堂、宇浦田

字花木字王子山

大字花木字弥津ケ谷、字房野

字花木字百地、字山田、字

田

大学富吉字寺ケ迫

水字下城

山字小善城

山字本城

大字石山字原村

大字石山字新地、字萩原

大宇穂満坊宇軍人原

大宇大井手字大久保

大字桜木宇小山川原

土塁

郭、

郭、

空堀

空堀

空堀

空堀

空堀

山林

日、

林

荒蕪地

山林

林

地、

林

林

山林

日向地誌

大系

日向地誌、
査、城郭大

日向地誌、
大系

日向地誌、
系

日向地誌、
系

日向地誌、
大系

日向地誌、
系

日向地誌

日向地誌、
大系

日向地誌、
系

日向地誌

中記

日向地誌、
大系

日向地誌、
大系

日向地誌、史
調査、城郭
典

日向地誌、

[文2048] 一部発掘調査

良好

消滅

良好

良好

良好

“
0に歩城 富吉字前畑、字城園

[鶉ケ城] 吉字古城

ラドエ

(1)1平人重城 大学四家宇平人重

イア

(2)1井 ノ城 大開

(3)1山 之城 字山之城

(4)1中 丸 大学有水字中丸

大宇有水宇須田木(5)1古城 [須田木城]

町

　

　

町

一部発掘調査

「松尾城Jか

７５

　

７５

　

　

　

７６

　

７６

堀

　

堀

空

　

空

郭

　

郭

(6)1下ノ城

セウ

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

ミ マケ

石山城
と夕
゛
キ

田木城

スス
゛
メカ
こ

雀ケ城 堀

　

　

堀

空

　

　

空

人原

林

林

林

山林

山林、
地

75

75

80

76

80

80

80
力
ヾ
ッサンと,
[月 山日和城〕 大井手宇横馬場、字取添

ホ
゛

大久保障
ヤマ

山城

―-27-
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碁暑 1琥舘ネ (即 I称)1   所在地 (小宰名)   1城 の流設 1 現況 1指定 1 文  献  1残存状河  遺跡番号  1調 査歴ほか 1地図番号

(3) 北屋敷・内堀ほカ

大字山田字脇之馬場

大学中霧島字西脇

大宇中霧島字北屋敷、字内堀、
字大堀、字東屋敷、字中堀

空堀 山林、
系

日向地誌、 良好

査、城郭大

[Y10]

[N26]

[N04][N05]

[E026]

[B013]

[M016]

[N0013

[N002]

[0018]

=陣の端
[T006]

林
　
　
地

山
地
　
宅

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

(9)

(10)

ケ水城

しの城

谷川城 [高崎城]

1場城

′

ノ城
゛
ノ

柳ノ城
アン・ョウオカ
浮城岡
・ョンヤマ

城山
ガンルサ
陣ノ鼻砦

大字笛水字後山

大字江平字柳田

大学江平宇木下

大宇前田宇谷)II

中尾

大字縄瀬宇横谷

大字縄瀬字倉元

高崎町大字大牟田字小丸

大牟田宇原村

東霧島字島園、

空堀

良好

良好

良好

良好

良好

69

76

76

76

76

76

76

76

76

76

不明瞭

一部発掘調査

―都発掘調査堀

堀

空

堅
ヽ
状

塁

郭

畝

土

三目名勝図絵

日向地誌

日向地誌、
大系、町文報2

三回名勝図絵

好

　

滅

　

好

良

　

消

　

良

林

　
田

山
　
水
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Ⅲ  分布 地 図

1.城館跡の範囲について
城館跡の位置は、地図中に赤色の○印で示している。ただし、それは厳密な範囲を表す

ものではなく、中心位置を示すものと理解されたい。「城」自体の定義も難しいし、また

現況での認識も必ずしも正確とは言えない等の理由による。さらに「総構」の認識により、

従来考えられていたよりも城域が大きく広がるケースも報告されたり、城郭本体に加えて

周辺までも含めた範囲が「城」であるとの見解もあることなど、ここで解決不可能な諸々

の本質的な問題を含むと考えられるからである。

おおよその位置しか判明していないものについては破線で示した。

2.分布地図
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